
運営費交付金債務及び当期振替額等の明細(平成25事業年度)

①運営費交付金債務の増減の明細 (単位:円)
期末残高

運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 資本剰余金 小計
5,336,539 - 5,336,539 0 0 0
6,745,210 - 6,745,210 0 0 0

16,980,300 - 16,980,300 0 0 0
0 13,921,746,000 12,638,801,823 1,282,944,177 0 0

②運営費交付金債務の当期振替額の明細

・平成22年度交付分 (単位:円)
金額

運営費交付金収益 5,336,539

資産見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 5,336,539

運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0
運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0
0

5,336,539

・平成23年度交付分 (単位:円)
金額

運営費交付金収益 969,169

資産見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 969,169

運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0
運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0

5,776,041

6,745,210

・平成24年度交付分 (単位:円)
金額

運営費交付金収益 0

資産見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 0

運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0
運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0

16,980,300

16,980,300

・平成25年度交付分 (単位:円)
金額

運営費交付金収益 8,993,544

資産見返運営費交付金 0

資本剰余金 0

計 8,993,544

運営費交付金収益 12,628,801,823

資産見返運営費交付金 1,282,944,177

資本剰余金 0

計 13,911,746,000

運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0

1,006,456

13,921,746,000

期間進行基準による振替額 －(期間進行基準を採用した業務は無い)

期間進行基準による振替額 －(期間進行基準を採用した業務は無い)

－

費用進行基準による振替額 －(費用進行基準を採用した業務は無い)

会計基準第81第3項による振替額
中期目標期間の 終年度であることから、独法会計基準第81第3項の規定に基づき、運営費交付金債務残高の全額を
収益化

期間進行基準による振替額

平成２２年度

業務達成基準による振替額

交付年度

費用進行基準による振替額

平成２４年度

合計

区分

費用進行基準による振替額

会計基準第81第3項による振替額

区分

区分

費用進行基準による振替額

会計基準第81第3項による振替額

①業務達成基準を採用した業務：国際交流会館等の譲渡に要する業務
②当該業務にかかる損益等
　ア）損益計算書に計上した費用の額：国際交流会館等の譲渡に要する業務：0
　イ）自己収入に係る収益計上額：0
　ウ）固定資産の取得額：0
③運営費交付金収益化の積算根拠
　年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化

－

内訳

①業務達成基準を採用した業務：国際交流会館等の譲渡に要する業務
②当該業務にかかる損益等
　ア）損益計算書に計上した費用の額：国際交流会館等の譲渡に要する業務：969,169
　イ）自己収入に係る収益計上額：0
　ウ）固定資産の取得額：0
③運営費交付金収益化の積算根拠
　年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化

中期目標期間の 終年度であることから、独法会計基準第81第3項の規定に基づき、運営費交付金債務残高の全額を
収益化

合計

合計 －

業務達成基準による振替額

①業務達成基準を採用した業務：国際交流会館等の譲渡に要する業務
②当該業務にかかる損益等
　ア）損益計算書に計上した費用の額：国際交流会館等の譲渡に要する業務：5,336,539
　イ）自己収入に係る収益計上額：0
　ウ）固定資産の取得額：0
③運営費交付金収益化の積算根拠
　年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化

期首残高 交付金当期交付額

平成２５年度

内訳区分

－(費用進行基準を採用した業務は無い)

－(費用進行基準を採用した業務は無い)

－

内訳

平成２３年度

当期振替額

業務達成基準による振替額

業務達成基準による振替額

①業務達成基準を採用した業務：国際交流会館等の譲渡に要する業務
②当該業務にかかる損益等
　ア）損益計算書に計上した費用の額：国際交流会館等の譲渡に要する業務：8,993,544
　イ）自己収入に係る収益計上額：0
　ウ）固定資産の取得額：0
③運営費交付金収益化の積算根拠
　年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化

期間進行基準による振替額

①期間進行基準を採用した業務：上記、業務達成基準を採用した業務以外の全ての業務
②当該業務にかかる損益等
ｱ)損益計算書に計上した費用の額： 18,648,989,026
（内訳:奨学金貸与事業関係　7,674,220,444 留学生支援事業関係　8,456,658,899
       学生生活支援事業関係　347,506,417　法人共通　2,170,603,276
ｲ)自己収入に係る収益計上額：6,259,593,587
（内訳:延滞金収入　4,669,441,022   留学生宿舎収入 646,348,075　　その他　943,796,490)
ｳ)固定資産の取得額：事業系1,104,002,430　管理系 178,941,747
③運営費交付金の振替額の積算根拠：期間進行基準を採用していることにより、全額を振替

－(期間進行基準を採用した業務は無い)

－(費用進行基準を採用した業務は無い)

会計基準第81第3項による振替額
中期目標期間の 終年度であることから、独法会計基準第81第3項の規定に基づき、運営費交付金債務残高の全額を
収益化

内訳

合計 －


